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２ １ 世 紀 に お け る 水 棲 環 境 は 、 自 然 保 護 ・ 再

生 、 都 市 緑 化 と 再 編 、 里 山 景 観 と 生 き も の 保 親

水 公 園 と 入 浜 権 運 動 、 循 環 と 共 生 参 加 、 ア メ ニ

テ ィ 、 歴 史 文 化 ・ ・ へ と 緑 色 ・ 水 色 ・ 空 色 へ 続

く 。 こ れ か ら 大 切 な こ と は 、 温 も り の あ る 肌  

色 、 “ 人 間 再 生 と 環 境 福 祉 ” で あ ろ う 。  

環 境 福 祉 と は 、 幸 福 、 ハ ッ ピ - に な る こ と 、 自

然 美 の 豊 か な 環 境 の 下 で 、 親 し い 仲 間 と 共 に 暮

す こ と で 幸 福 な 余 生 、 自 己 実 現 を 図 る こ と 、 こ

の こ と が 環 境 福 祉 で あ る 。 こ れ ま で は 、 “ 金 で

幸 福 観 ” を 求 め た 経 済 福 祉 し か 心 境 に 入 ら な か

っ た が 、 漸 く 最 近 で は こ の こ と の 意 味 が 理 解 さ

れ る よ う に な っ た 。  

野 鳥 ・ 淡 水 種 ・ 生 き の た ち 絶 滅 危 惧 種 の 保

全 ・ 保 護 と 野 生 化 の た め 、 現 生 に 存 在 す る 種 と

し て 、 そ の 生 態 写 真 で 撮 影 確 認 す る こ と を 趣 味

と し 、 さ さ や か な 運 動 で あ る 。 他 方 で は コ ン パ

二 ン ア ニ マ ル 、 ぺ ッ ト ブ - ム が あ る 。 野 外 の 緑 化

を 三 段 階 に す る と 、 小 自 然 （ 鉢 物 、 屋 内 水 ） 、

自 然 （ 屋 外 庭 、 公 園 ） 、 大 自 然 （ 山 岳 、 森 林 、

河 川 、 湖 沼 、 海 ） に 分 け ら れ る 。  生 き も の に

す れ ば 、 水 棲 種 、 魚 、 野 鳥 、 蝶 、 蜻 蛉 、 昆 虫

等 、 動 物 で は ぺ ッ ト 、 家 畜 、 野 生 等 で あ る 。  

緑 化 と の 触 れ 合 い は 、 週 末 の セ ン セ - シ ョ ン で

あ っ て は な ら な い 。 緑 化 と は 週 末 に 別 邸 で 触 れ

合 え ば そ れ で よ い 、 と す る 考 え 方 を 否 定 す る も

の で あ る 。 我 が 家 に は 狭 い な が ら 青 空 車 庫 と 庭

に 、 多 く の 種 の 花 ・ 樹 木 が あ っ て 、 そ こ に  

背 戸 / 裏 山 か ら 四 季 折 り 折 り の 野 鳥 （ キ ジ バ ト 、



メ ジ ロ 、 ス ズ メ ） 、 蝶 （ キ チ ョ ウ 、 シ ロ チ ョ

ウ 、 ア ゲ ハ 、 ア オ ス ジ ア ゲ ハ ） 、 蜻 蛉 （ 赤 ト ン

ボ 、 シ オ カ ラ ト ン ボ ） が や っ て く る 。 二 階 の 書

斎 か ら の 眺 め は 、 ほ ん と う に 飽 き の な い 自 然 景

観 で あ り 、 青 空 と 生 き も の た ち が 一 つ の 現 代 画

と な っ て 残 っ て い る （ 図 １ ． ） 。  

 
わ ざ わ ざ 、 ヒ - リ ン グ ・ ガ - デ ン ・ 癒 や し の 庭

園 等 と い う 必 要 が な い 。 ぼ ん や り と 眺 め な が

ら 、 そ れ ぞ れ の 日 本 の 四 季 を 想 う 。 一 羽 一 尾 一

匹 に 個 性 が あ る よ う に 、 四 季 、 種 類 の 違 い で 時

空 間 や 場 を シ エ ア し て 共 存 し て い る こ と 、 徹 底

的 に 食 べ な い で 程 々 で 飛 び 立 つ と き 。 こ の よ う

な と き 、 野 鳥 、 蝶 、 蜻 蛉 類 の 習 性 ・ 生 態 を 知 っ

て い れ ば 、 も っ と よ か っ た と 思 う 。  

何 れ に せ よ 、 小 ・ 中 ・ 大 な り の 緑 野 、 ぺ ッ

ト 、 庭 鳥 、 野 鳥 、 蜻 蛉 そ し て 水 漕 内 の 水 棲 種

（ メ ダ カ 、 ギ ン ブ ナ 、 オ イ カ ワ 、 ス ジ エ ビ ） 里

山 ・ 水 辺 に お け る 水 棲 種 （ 図 ２ ． ）  



 
の 全 て は ワ ン セ ツ ト で 大 事 な 自 然 の 水 棲 環 境

が 箱 庭 な の で あ る 。 し か も 、 植 物 も 昆 虫 も で あ

る 。 勿 論 、 そ の と き 人 間 も 大 切 な 仲 間 で あ る 。

我 々 大 人 た ち 現 代 人 を 癒 や し て く れ る 最 高 の も

の は 、 生 き も の た ち と 同 時 に 人 間 の 保 護 ・ 保 全

の マ ナ - と 心 掛 け の 理 解 力 で あ る 。  

日 本 の 四 季 の 新 し い 味 わ い 方 、 自 然 の 新 し い

愉 し み 方 を 、 こ れ か ら わ れ わ れ の 手 で 創 り 出 し

て ゆ く 必 要 が あ る 。 わ れ わ れ の 風 土 を 美 し く 、

そ れ に し っ か り と 腰 ・ 根 を お ろ し て 生 き て い

る 、 と い う 実 感 に 支 え ら れ て 暮 し て ゆ き た い も

の で あ る 。  

こ の よ う な 風 / 景 / 屋 の 目 に は 、 自 然 ・ 人 間 ・

歴 史 ・ 文 化 も 、 里 山 ・ 水 辺 ・ 都 市 も 、 経 済 ・ 福

祉 も 、 全 て が 共 存 す る ２ １ 世 紀 調 和 型 社 会 と 自

然 環 境 の 景 観 が そ こ に 見 え て く る こ と を 期 待 し

よ う 。  
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図１． 富士山（世界文化遺産準備中）と 清水港  

図２． ヘラブナ釣り堀 池（清水 / 船越堤公園）  
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